
まえがき＝各種産業分野では素材から加工プロセスを経
て製品化に至る全工程に渡り，地球環境への配慮から，
温暖化の原因であるCO2を削減するための見直しと改善
に取組み始めた。樹脂分野においても，工場内での樹脂
原料のリサイクルはもちろんのこと，PETボトルやバン
パのリサイクルに見られるような，一度市場に出回った
製品自体も回収され，元と同じあるいは別の製品用途へ
と適用される場合が増えてきた。一方，CO2を固定化で
きることや樹脂との複合化が可能なことで，天然繊維で
あるジュート，ケナフや竹などが樹脂への強化繊維とし
て注目されている 1）～4） を固天然繊維でて窒。一忘慌は素天絶形品の機械的特性について紹介する。　今後の展開としては，材料面ではガラス繊維強化熱可塑性樹脂の代替を，装置面ではより生産性の向上と高含有率化による設備コスｇU �

③含浸ヘッド（溶融樹脂を強化繊維へ含浸する工程）
④冷却装置（ストランドの冷却工程）
⑤引取装置（強化繊維にテンションをかけるとともに
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